
環境学習プログラム 区分４　ごみ問題を考える

プログラム名 エコラベルでビンゴ

学習のねらい
ビンゴゲームを楽しみながら、エコラベルやリサイクルマークの意味を学び、身
近なエコ活動に結びつける学習講座です。

主な対象者 園児～学生～一般～シニア

準備するもの
筆記用具（各自）・ビンゴカード(人数分)・ホワイトボード・景品があればさらに
楽しく学べます。プロジェクター、スクリーン

学習のながれ 「ちきゅう応援歌」を全員で歌う

1番の歌詞の中に ♪容器のマークは便利だね／楽しくわけよう　お手伝い♪
がある。リサイクルマークにつなげる

容器のマークのデザインの不思議に気付く

6点ほど容器のマークを紹介し、マークの共通点を探し、共通点の意味すると
ころを理解し、リサイクル行動につなげる。

ビンゴカードの配布(３×３　or　４×４)

個番号が明記してあるカラーボールを空箱に入れてぐるぐる回しながら１個だ
け取り出して、ボールの番号を読みあげる。

番号に対応したエコマークなどをわかりやすく説明する。

手持ちのビンゴカードにそのマークがあればしるしをつける。ビンゴ形式で進
行する。

ビンゴになった順番に景品をわたします（景品が準備できれば）。

「ちきゅう応援歌」を全員で歌う

結果について考える
リサイクルマークのデザインの共通点を理解し、リサイクルすべきものと廃棄
せざるを得ないものの区別は簡単であることを理解する。
容器のマークは分別作業にとって非常に有効であることを理解する。

興味がわいたら
ビンゴゲームに出てきたマーク以外にも色々なマークがあることを自分で探し
てみてリストアップする。

所要時間 ４５分程度。

学習の会場 教室、参加者の人数に対応したスペース

プログラムをやると
きに気をつけなけれ

ばならない点

参考となる情報

プログラム提供者 曽我邦雄　0836-32-2434　k-soga@celery.ocn.ne.jp

備　考
プログラム提供者に連絡先のあるものは相談に乗っていただけますが、まず、
まちなか環境学習館に連絡して下さい。
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実施風景 

ビンゴカードの例 
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